
令和５ 年度 県政運営の基本的考え方
⻑引く コロナ禍に加え、 不安定な国際情勢に伴う 原油価格・ 物価の高騰、 大規模な自然災害の発生などにより 、 県民生活や県内産業の幅広い業種に影響が生じている中、 本県

の構造的課題である人口減少については、 今後も加速していく ことが見込まれる。

このよう な状況において、 第４ 次山形県総合発展計画に基づき時代の変化に即して持続的に発展する社会を実現するべく 、 本県が有する地域資源を基盤と して、 デジタルやグ

リーンなどの未来につながる変化も捉えながら、 オンラインと リアルを組み合わせて国内外の活力を呼び込み、 ウィ ズコロナ・ ポスト コロナの県づく り を推進していく 。

本県の課題、 社会経済環境の変化

政府の政策動向

１ 未来の「 やまがた」 をつく る人材育成・ 確保を推進!

施策展開の主な方向性、 重視するポイント

３ 県民が幸せを実感できる暮らしやすい「 やまがた」 へ!
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４ 安全・ 安心な暮らしや交流を支える「 やまがた強靭化」 !

＜新型コロナ対策＞

・ 医療提供体制を維持・ 強化し ながら、 警戒を保ちつつ、 社会経済

活動の回復に向けて取組みを推進

＜原油価格・ 物価高騰への対応＞

・ 地域の実情に応じ たきめ細かな支援や、 エネルギー、 食料に関す

る対策などを切れ目なく 措置

＜新し い資本主義＞

・ 人、 科学技術・ イノ ベーショ ン、 スタ ート アッ プ、 Ｇ Ｘ （ グリ ー

ント ランスフォーメ ーショ ン） 、 Ｄ Ｘ （ デジタ ルト ランスフォー

メ ーショ ン） の５ 項目に重点投資

・ デジタル田園都市国家構想の推進、 包摂社会の実現（ 少子化対

策・ こども政策（ こども家庭庁創設） 、 女性活躍、 孤独・ 孤立対

策等） など、 社会課題の解決に官民が連携して取り 組み、 新たな

成⻑を実現

＜災害に屈し ない国土づく り ＞

・ 「 防災・ 減災、 国土強靱化のための５ か年加速化対策」 を引き続

き推進

○ソフト ・ ハード 両面からの対策による災害に強い県土づく り

○地方分散等を見据えた交通ネッ ト ワークの充実強化、 米沢ト ンネル（ 仮称） 整備の早期事業化に

向けた県内全域に波及する沿線活性化の取組みの推進

○県民の生活に密着した地域公共交通の維持確保・ 利便性向上、 道路交通の安全確保

○カーボンニュート ラルの実現に向けた取組みの推進

第４ 次山形県
総合発展計画の

基本目標

２ 持続可能な成⻑ に向けた産業の生産性向上・ 高付加価値化!

○結婚・ 妊娠・ 子育ての希望が叶い、 子どもが等し く 健やかに成⻑ できる社会づく り の推進

○感染症への対応力の強化、 持続可能な医療・ 介護提供体制の確保

○「 健康⻑ 寿日本一」 の実現に向けた健康づく りや予防医療の取組みの強化

○本県ならではの地域資源、 暮らし方などの価値を見つめ直すきっかけづく り や機運の醸成

○貧困や孤独・ 孤立等の問題に対応し、 社会全体で支え合う 地域づく り の推進

○障がい者の就労や工賃向上への支援、 多様な社会参加の促進

○全ての県民が恩恵を受けられるデジタル技術活用の推進、 県・ 市町村におけるＤ Ｘ の加速

○文化芸術やスポーツに親しむ機会の充実（ 県総合文化芸術館の活用など）

○子育て世代をはじめ、 幅広い層をターゲッ ト と した移住・ 定住の促進

○質の高い教育の推進、 子どもの頃からの郷土への理解や愛着の更なる醸成

○女性の賃金向上をはじめとする若者・ 女性の県内定着促進策の強化

○県外の多様な人材との交流の創出による関係人口の拡大・ 深化

○必要とされる職業能力の変化に対応した知識・ 技術の習得、 学び直しの促進

○留学生や高度外国人材、 特定技能外国人等の受入れ拡大、 外国人との共生社会づく り の推進

○先端技術やビジネス関係人口の活用推進、 スタート アッ プ支援、 コワーキングスペース等の交流

拠点の連携強化などを通したイノ ベーショ ンの創出拡大

○洋上風力発電、 Ｅ Ｖ 、 「 森林ノ ミ クス」 等、 グリーン成⻑ の実現に向けた取組みの拡大

○製造業やサービス業、 農林水産業、 建設業等、 あらゆる産業分野におけるＤ Ｘ の推進

○様々なリ スクに対処できる産業の経営基盤の強化、 企業支援体制の充実強化

○市場のニーズや環境の変化に対応した、 業種等の既存の枠を超えた企業間連携や業態転換の促進

○「 やまがた紅王」 のブランド 化推進等、 県産農林水産物の収益性の向上

○観光Ｄ Ｘ の推進等による高付加価値な観光地域づく り 、 新たな観光需要の開拓

・ 少子高齢化を伴う 人口減少、 若者・ 女性の県外流出

・ 働き方改革の進展、 新たな働き方の普及

・ 新型コロナによる地域経済・ 地域社会への影響の⻑期化

・ 原油価格・ 物価の高騰や円安、 サプライチェ ーンの混乱

・ 全国平均を下回る商工業の生産性

・ 技術革新やデジタル化の加速

・ 意識調査における県民の幸福実感度の低さ

・ 価値観・ 暮らし方の多様化

・ 地球温暖化による気候変動の加速、 災害の頻発・ 激甚化

・ 持続可能性に対する意識の高まり 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 実現に

向けた取組みの進展
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